
「平成21年度第１期 行政評価等計画」
＜ポイント＞

総務省行政評価局は、「行政評価等プログラム」を策定し、これに基づき、政策評価及び行
政評価・監視を重点的かつ計画的に実施しています。

政策評価及び行政評価・監視については、１年を第１期から第３期までの３期に分けて期ご
とに調査に着手することとしており、今回は、平成21年度第１期（平成21年４月から）の計画
について公表します。

１ 薬物の乱用防止対策に関する行政評価･監視
- 需要根絶に向けた対策を中心として -

２ 在外公館に関する行政評価･監視

平 成 2 1年 ３ 月 3 1日



○ しかし、依然として乱用の実態は厳しい状況

＜平成19年の薬物事犯の検挙者数＞

・ 覚せい剤 ⇒ 約12,000人と依然として高水準

・ 大麻 ⇒ 2,375人（平成10年からほぼ倍増）

・ 大麻及びＭＤＭＡ等合成麻薬

⇒ ３分の２以上が29歳以下の若年層

調査の背景

主要調査項目と調査の視点

１ 薬物乱用防止対策の推進体制等

２ 学校等における指導・教育の実施状況

１ 薬物の乱用防止対策に関する行政評価・監視
― 需要根絶に向けた対策を中心として ―

○ この行政評価・

監視は、薬物乱用

防止対策のうち、

需要根絶に向けた

対策の実施状況を

中心に調査を実施

○ 政府においては、三次

にわたり「薬物乱用防止

五か年戦略」を策定し、

薬物乱用の根絶に向け、

政府を挙げた総合的な対

策を推進

薬物乱用防止対策の推進体制、普及啓発活動の実施状況、相談の実施状況等を調査

中学校、高校、大学等における指導・教育の実施状況を調査

３ 薬物依存者等に対する再乱用防止対策の実施状況

薬物依存・中毒者の社会復帰の支援状況等を調査

主要調査対象

内閣府、国家公安委員会（警察庁）、

法務省、財務省、文部科学省、

厚生労働省、国土交通省

都道府県、都道府県公安委員会、

都道府県教育委員会、市町村、

市町村教育委員会、関係団体等

調査対象機関

関連調査対象機関
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調査の背景

主要調査項目と調査の視点

１ 在外公館の業務の実施体制等

２ 在外公館の設置効果等

２ 在外公館に関する行政評価・監視

在外公館の業務の実施体制及び業務運営の実施状況を調査

在外公館の設置効果、総領事館廃止後の邦人支援の実施状況等
を調査

○ 外務省は、この大使館数に

ついて、諸外国と比べ非常に

少ないとして、引き続き在外公

館の増強に取組み

他方、行政支出総点検会議

から、必要性の薄れた総領事

館については廃止すべきとの

指摘

○ 外務省は、外交実施体制の

充実を図ることが急務の課題と

して、在外公館の体制強化を

推進。平成20年度には、日本

の大使館（実館）数は127とな

る

○ この行政評価・監視は、在外

公館の業務の実施体制及び業

務運営の合理化、効率化を推

進する観点から、在外公館の

業務の実施体制、業務運営の

実施状況、設置効果等を調査

主要調査対象

外務省

関係団体等

調査対象機関

関連調査対象機関

- ２ -



本件連絡先

計画名 連絡先

１ 薬物の乱用防止対策に関する行政評価･

監視－需要根絶に向けた対策を中心として－

規制改革等担当評価監視官 [千葉](ちば)
電話(直通)    ：０３－５２５３－５４４０
ＦＡＸ ：０３－５２５３－５４３６

２ 在外公館に関する行政評価・監視

法務、外務、文部科学担当評価監視官
[松本](まつもと)

電話(直通)    ：０３－５２５３－５４４８
ＦＡＸ ：０３－５２５３－５４５７

・ インターネットでのお問い合わせについては、以下の総務省HPで受け付けております。
https://www.soumu.go.jp/hyouka/i-hyouka-form.html
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